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てきました。なぜ自分はもっとしっかりとした指導がで
きないのか、やきもきしことも少なくありません。私が
このように焦っているとき、人の先生からアドバイス
をいただきました。それは、「部活動を変えるためには
年必要だ」というものです。それぞれの部活動には、
それまでのやり方というものが根深く残っています。新
しいやり方でやっていきたいのであれば、それが成果と
して表れるまでに最低でも年はかかる、というもので
す。それまで私は、「今すぐに改善しなければ」という
想いが強かったです。しかし、先生のアドバイスを聞
き、焦らずじっくりと、生徒と共に私も成長していこう、
という心の余裕が生まれました。今後、男子バレー部が
どのような部活動になっていくか、想像はつきません
が、目標を持ち、まずは年を目処に励んでいきたいで
す。
(2)男子バレーボール部を指導して
私が、男子バレーボール部の部活動を最初に見学した
ときに思ったことは、「全く部活動ではない」というこ
とでした。年生の部員は、ほとんどが校内で数々の問
題行動を起こしており、自らの感情を抑えることが難し
い生徒たちでした。そのために、部活の時間になって体
育館には来たけれど、気分が乗らないから部活をしな
い。この練習はしたくないからやらない、というような
状況があり、部活の規律なども全くない状態でした。こ
のような状態を見て、私が決意をしたことがあります。
それは、「この年間でこの部活を部活動として立て直
す。」ということです。
立て直しを行ううえで、私の頭を最も悩ませたこと
は、年生部員二人が全く部活に来ない、ということで
した。部活をサボることに対して、これといった理由は
無かったようです。私はまず、当然ながらこうした部員
は試合には出したくない、と考えました。練習には全く
参加せず、試合になるとふらっと現れ、試合に出る。こ
のようなことはありえないと感じたからです。また、先
輩がそのようなことをしていては、後輩にも示しがつか
ず、サボっても許される部活動なのだ、と考えられてし
まいます。・
年生もこのように考えてしまっては、
部活動を運営するうえでさまざまな困難が生じます。し
かし、他の年生部員は私の想いとは違うことを考えて
いました。
「年間、共にやってきたのだから、試合に出てほし
い。」このようなことを言われ、私は衝撃を受けるとと
もに、非常に憤慨しました。なぜ真面目に取り組まない
人を出さなければならないのか。初めはこのように考え
ていました。しかし、次第に心の中で葛藤が生まれてき
ました。それは、「私は、来てまだ数ヶ月しか経ってい
ない。それに対して彼らは今まで共に部活をしてきたは
ずだから、これから引退する彼らの望む通りにしてあげ
たほうがいいのではないか。」ということです。最終的
には、年生部員が望むように、ということで、生徒の
意志を聞き、中体連では年生全員で試合に臨みまし
た。私は、このときの判断が本当に良かったものか、今
でも考えるときがあります。そして、このような状況を
再び生み出さないためにも、しっかりとした規律をつく
り部活動を運営しようと考えました。
年生引退後は、部活としての基礎をしっかりとつく
り上げていくことに力を入れました。遅刻はしない、欠
席連絡を行うなど、出来ていない点はまだまだ多いです
が、以前と比べると進歩したように感じます。さらに、
現在、何度も生徒に言い聞かせていることとして、「学
校の提出物を期限内に出すこと。」「出していなければ、
部活はしない。」ということです。普段の学校生活にお
ける態度をしっかりとしなければ、部活動に取り組んで
いても、いい加減な部分が出てきてしまいます。そのた
め、まずは提出物を徹底して行わせることで、きちんと
取り組む、という癖付けをさせていきたいと考えていま
す。
まだまだ指導者として未熟な点ばかりですが、部活と
しての基礎をしっかりとつくり上げ、私が、できること
を部員たちにしていきたいです。
．最後に
初任としての年を改めて振りかえってみると、学生
の頃からは想像もつかないような経験をし、非常に濃
く、楽しい年でした。これから先、何年、何十年と新た
な出会いと子どもたちの未来を見守ることのできる職業
に就けたことに幸せを感じます。
今回、「教員年目を経験して」ということで、この
ような文書を書く機会を与えていただきました。このよ
うな機会をくださった教職センターの方々に、御礼を申
し上げます。年を振り返る機会をいただいたことで、
自身が感じた緊張や喜び、抱いた決意を改めて思い出す
ことができました。
そして、教職を目指すうえで、さまざまな相談に応じ、
サポートをしてくださった、教職センターの柏原さんに
改めて感謝申し上げます。これからも、自分らしく明る
く、他の先生方からさまざまなものを吸収し、成長して
いきたいです。
（やまなか みゆき・
三重県四日市市立大池中学校教諭）
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